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『浮島沼ってどんなところ？』
浮島沼から離れた富士市の西部に住む3
人が、浮島沼の自然観察に出かけました

左から

志
し

水
みず

舞 さん（富士第一小6年）

岡田 知
とも

樹
き

くん（富士中央小4年）

志水 愛
ま

奈
な

さん（富士第一小3年）
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メ

ダ
カ
な
ど
の
小
さ
な
魚
た
ち
が
元
気
よ

く
泳
い
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
自
然
を
探
し
に
浮
島
沼

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

赤
渕
川
、
須
津
川
、
春
山
川
な
ど
が

南
北
に
、
沼
川
が
東
西
に
流
れ
、
見
渡

す
限
り
田
ん
ぼ
が
広
が
る
浮
島
沼
。

こ
こ
は
昔
、
鈴
川
海
岸
の
砂
山
と
愛

鷹
山
に
囲
ま
れ
た
、
ア
シ
の
生
い
茂
る

大
き
な
沼
地
で
し
た
。

現
在
は
沼
は
既
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
る
ア
シ
原
や
田
ん

ぼ
の
あ
ぜ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
自

生
し
、
小
川
や
用
水
路
な
ど
で
は
、
メ

ダ
カ
な
ど
の
小
さ
な
魚
た
ち
が
元
気
よ

く
泳
い
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
自
然
を
探
し
に
浮
島
沼

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

『浮島沼ってどんなところ？』
浮島沼から離れた富士市の西部に住む3
人が、浮島沼の自然観察に出かけました

左から

志
し

水
みず

舞 さん（富士第一小6年）

岡田 知
とも

樹
き

くん（富士中央小4年）

志水 愛
ま

奈
な

さん（富士第一小3年）

浮
島
地
区
に
は
、
以

前
は
ア
シ
原
や
沼
地
が

た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
で

は
昔
の
面
影
が
残
る
と

こ
ろ
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
ね
。

浮
島
沼
の
自
然
を
観

察
す
る
に
は
、
春
か
ら

夏
が
一
番
い
い
時
期
だ

と
思
い
ま
す
。
春
山
川

沿
い
を
山
の
方
ま
で
歩
い
て
い
く
と
、
水
辺
の
生
物

か
ら
山
の
植
物
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
を
観
察
で

き
ま
す
。
水
辺
で
は
メ
ダ
カ
も
見
ら
れ
る
ほ
か
、
田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
な
ど
で
は
、
ナ※

ヨ
ナ
ヨ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

と
い
う
浮
島
沼
特
有
の
植
物
も
見
ら
れ
ま
す
。

自
然
観
察
を
す
る
上
で
ぜ
ひ
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

は
、
む
や
み
に
生
物
を
捕
ま
え
た
り
、
植
物
を
と
っ

た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
生
物
は
、
観
察
が
終
わ
っ

た
ら
、
も
と
も
と
住
ん
で
い
た
場
所
に
返
し
て
あ
げ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ナ
ヨ
ナ
ヨ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

浮
島
沼
に
咲
く
ム
ラ
サ
キ
科
の
青
く
小
さ
な
花
。

浮
島
の
開
発
が
進
む
中
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。

ドジョウの子どもを見つけたよ（5cmくらい）。見つけた生物は
ひとまず水槽へ

春から夏にかけてが
自然とふれあうベストシーズン

先日から仕掛けておいたペット
ボトルの仕掛けには、ナマズの
子どもが入っていました

東公民館にあるビ
※

オトープでは、浮島沼の
生物や植物について内山さんに教えてもら
いました。ここにはスイレンなどの植物の
ほか、メダカなどがいます
※動植物が生息できるよう造成された場所

（ 2 ）（ 3 ）

今回の案内役

浮島こどもエコクラブサポーター

内山　厳
いわお

さん（境）

この場所を
歩きました



自然と遊ぼう 

メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
サ
サ
舟
を
つ
く
る
の
は
初

め
て
だ
っ
た
の
で
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ

ん
と
浮
い
て
川
に
流
す
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
浮
島
に
遊
び
に
来
た
い
な
。

ハヤがいっぱい泳いでるよ！挟み打ち
で捕まえられるかな？

最後に大きなザリガニを見つけました！
3人ともうれしそうだね

こんなに大きなウシガエ
ルのオタマジャクシもい
ます（10cmくらい）

田んぼに水を入れるポン
プの近くでは、ザリガニ
の抜け殻を発見!!

小さなアシ原では、アシの葉をササの葉の
ように使って「ササ舟」づくり。ここには
ナヨナヨワスレナグサ（↓）も咲いていま
した

（ 4 ）

観
察
を
終
え
て
…

浮
島
沼
の
歴
史
や
自
然
を
調
べ
て
み
よ
う

●
市
立
中
央
図
書
館
（
1
五
一
ー
四
九
四
六
）

『
は
ば
た
く
浮
島
ヶ
原
』

発
行
　
富
士
東
部
土
地
改
良
区

著
者
　
鈴
木
富
男

『
第
三
十
二
回
企
画
展
「
浮
島
沼
」

〜
開
拓
の
あ
ゆ
み
と
農
民
の
苦
闘
〜
』

発
行
　
富
士
市
立
博
物
館

『
富
士
市
の
自
然
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ー
』

発
行
　
富
士
市
教
育
委
員
会

●
市
立
博
物
館
（
1
二
一
ー
三
三
八
〇
）

歴
史
民
俗
資
料
館
一
階
ジ
オ
ラ
マ

『
ド
ブ
ッ
タ
の
あ
る
く
ら
し
』

大きな水路の合流点では、
ハヤや小ブナなどがとれ
ました




